
障害学生支援 GP「障害学生も共に学べる総合的学習支援」 

  

 

 

 

日 時：2009 年 12 月 20 日（日） 10：00～（受付 9：30～） 

場 所：仙台市シルバーセンター 仙台市青葉区花京院 1 丁目 3 番 2 号 

参 加 費：無料 （定員があります。同封の用紙で事前に申込みをお願いいたします。） 

『私は聴覚に障害がありノートテイクを受けているんだけどみんなは大学でどうやって講義を受けている

の？』『私の大学ではこのような取り組みをしているよ！』『情報保障の活動をしている時にこんな問題が

おこってさ～』全国の大学で聴覚障害学生の支援に携わっている学生の皆さんから各大学の取り組みを発

表してもらいます。 

すでに、活動に携わっている方も、これから始めようとする方も、一緒にお話ししてみませんか？ 

 

【午前の部】 

10:10～  全国の大学における聴覚障害学生支援の現状とは？ 筑波技術大学 磯田恭子さん 

10:40～  私たちの聴覚障害学生支援 ～各大学の取り組み～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12：30～13:40 休憩  

筑波大学 

長久保良太③/柳川仁美②/ 

窪田祥子①/重田千輝①/松田崚① 

同志社大学 

濱咲弥佳③/宮本健生②/ 

丹後偉也①/土橋恵美子○職 

東北福祉大学 

佐藤優子④/ 

吉田実可子④/齋藤真実④ 

○内は学年です 

宮城教育大学 

河田典子③/佐藤晴菜③/ 

五十嵐依子②/加賀谷衿子① 

仙台大学 

小野寺紘彦③/小野寺拓也①/ 

吉村康夫○職  

【午後の部】 

13：40～ 各大学の取り組みここが聞きたい！～質疑応答～ 

14：10～ グループ別ディスカッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

～16：00 閉会 

2）これだから学生支援は

やめられない！ 

「こういう場面ではどうやってテイクしたらいいかな？」「私

は情報を見ているだけでいいのかな？」 

テイク時の技術的な振り返りをしてみましょう。 

1）こんな時どうする???

どうして私は学生支援の活動を

続けているんだろう…。どうして

みんなは活動に関わってくれる

のだろう？この活動の魅力を探

ってみましょう！ 
PC ノートテイク 手書きノートテイク

http://office-web.ipc.miyakyo-u.ac.jp/mark/KOSYOb

